
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0401030 

名  称 T ヘッド工法鉄筋 
作成年月日 2004年 3月 30日 

更新年月日 2020年  3月 30日 

 副  題 高密度配筋の施工性改善  開発年月日 2003年  3月 11日 

 
 
 分  野 

○1 共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

○1 材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

コンクリート工 
鉄筋の定着：せん断補強筋 

中間帯鉄筋 
軸方向鉄筋 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 清水建設株式会社,第一高周波工業株式会社 担当部署 技術研究所 社会システム技術センター 

担当者名 吉武 謙二 ＴＥＬ 03-3820-5504 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 第一高周波工業株式会社 担当部署 鉄筋事業部 鉄筋技術ｻｰﾋﾞｽ室 

担当者名 友田 勇 〒 

 

210-0866 ＴＥＬ 044-288-4676 

住  所 

 

 神奈川県川崎市川崎区水江町1-45 ＦＡＸ 044-288-0188 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.dhf.co.jp/new/t-head.html e - m a i l  i-tomoda@dhf.co.jp 

 
 【概 要】 

阪神大震災以後，土木構造物では耐震設計の面からせん断補強筋や中間帯鉄筋が増加し高密度配筋
になり，鉄筋組みの施工性やコンクリートの充填性が大幅に低下している。そこで，これらの施工性
などを改善するためにTヘッド工法鉄筋を開発した。Tヘッド工法鉄筋は，鉄筋端部を高周波誘導加
熱により一体成形したもので，拡径部を有し，従来の定着方法に比べて施工性がよいのが大きな特徴
である。ボックスカルバート，橋脚下部工，橋脚などに適用して大きな施工性改善効果を発揮できる。 
 
【特 徴】 
・先組み鉄筋に後からせん断補強筋を挿入できるため，配筋の施工性が大幅に向上する。 
・鉄筋端部を小型化できるため，高密度配筋の定着が可能になり，コンクリートの充填性が大幅に向

上する。 
・定着プレートの設置や注入等が不要になるため，配筋作業が迅速に行える。 
・鉄筋端部は母材加工で，定着プレート等が不要なため，低価格を実現できる。 
・半円形フックやU字型定着と同等の定着性能を有し，高い耐震性を要求される部位にも適用できる。 
・フックを単純にTヘッド工法鉄筋に置き換えるだけなので設計変更や設計の見直しは不要である。 
・重ね継ぎ手を用いている場合には鉄筋量が減少する。 
 
 

        

様式－３ 

別紙３ 

 
T ヘッド工法鉄筋と半円形フック T ヘッド工法鉄筋と従来工法の比較 



新技術調査表（２） 
 

実績件数 

  東 京 都：   59 件 
  国 土 交 通 省：  354 件 
  その他公共機関：  593 件 
  民 間：  104 件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：  18  件 

 都市整備局：  0  件 

 港 湾 局：  0  件 

水 道 局：  10 件 

  下 水 道 局：  21  件 

  交 通 局：  2  件 

  そ の 他：  8  件 

特  許 ○1 有り ２出願中 ３出願予定 ４無し ( 番 号 : 特 開 平 11-293850 ， 特 開
2000-257209，特開2000-297472ほか9件） 

実用新案 １有り ２出願中 ３出願予定 ○4 無し （番号：                        ） 

評
価
・
証
明 

１.(一財)土木研究ｾﾝﾀｰ 建設技術審査証明 土木系材料･製品･技術、道路保全技術 建技審証 第0314号 
(証明年月日:2003.11.20) 

２.((一財)日本建築総合試験所 建築技術性能証明 第01-11号 改） 
（証明年月日:2001.11.06) 

３.国土交通省 新技術情報提供システム(NETIS)登録番号:KT-010018-V 
（登録年月日:2001.04.18) 

４.その他（鉄道ACT（Advanced Construction Technology）研究会技術登録） 
(第4回国土開発技術賞優秀賞受賞)(2010年度日本コンクリート工学会 技術賞受賞) 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

１安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ○4 コスト縮減・生産性の向上 

○5 公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

自由記入 工期短縮 コンクリートの充填性向上 高密度配筋 

開発目標 
（ 選 択 ） 

 ○1 省人化 ○2 省力化 ○3 作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 ○10 . 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名：標準フック定着(半円形フック、鋭角フック、直角フックなど) 
 １ 工 程【○1 短縮（25.52％） ２同程度 ３増加（  ％）】( 鉄筋組み立て工期短縮 ) 
 ２ 省 人 化【１ 向上（   ％）○2 同程度 ３低下（  ％）】(            ) 
 ３ 経 済 性【○1 向上（ 3.16％） ２同程度 ３低下（  ％）】( 施工性向上による効果 ) 
 ４ 施工管理【１ 向上      ○2 同程度 ３低下          】(            ) 
 ５ 安 全 性【○1 向上       ２同程度 ３低下          】( 配筋が容易      ) 
 ６ 施 工 性【○1 向上       ２同程度 ３低下          】( 端部形状の違いによる ) 
 ７ 環 境【１ 向上       ○2 同程度 ３低下          】(            ) 
 ８ 汎 用 性【１ 向上      ○2 同程度 ３低下          】(            ) 
 ９ 品 質【○1 向上       ２同程度 ３低下          】( 充填性向上による効果 ) 
 10  そ の 他 (                                   ) 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
   歩掛り表なし，ただし歩掛り調査データあり（ボックスカルバート，文献2）参照 
 【施工単価等】 

①Tヘッド工法鉄筋加工費は、鉄筋径、加工する鉄筋長さ、加工本数等により異なる。 
②鉄筋組立加工費が、市場単価方式で積算されることが多いため、この場合には歩掛りの向上は考慮 
できない。 

③Tヘッド工法鉄筋加工費はn=2000本以下で鉄筋長さが2m以下の場合のものである。なお、これに 
は材料費、運賃は含まない。 

鉄筋端部加工単価(一個所)(2m未満) 
鉄筋径 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41 D51 
2000本未満 290 320 380 450 550 630 760 980 1190 1400 2100 
2000本以上 270 310 360 430 520 600 720 960 1130 1350 2030 

 
 【施工上・使用上の留意点】 
   「Tヘッド工法鉄筋を用いた設計・施工指針」および「Tヘッド工法鉄筋加工・検査要領書」 

による。 
  なお，はり状構造物および柱状構造物の外周鉄筋（スターラップ，帯鉄筋）には，適用しないこと。

また，疲労を受ける部材に使用する場合には，実験等により別途確認すること。 
 【参考資料】 
1）木村ほか：Tヘッド鉄筋工法の開発とその施工例，コンクリート工学Vol.42,No.3,pp.21-29,2004.3 
2）瀧ほか：Tヘッドバーを用いた鉄筋工事の生産性，土木学会第57回年次学術講演会Ⅵ-273,pp.545-546,2002.9 

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

Tヘッド工法鉄筋に関する各種実験結果は以下の通りである。 

(1)組織観察結果から高周波誘導加熱による影響は強度や靱性を悪化させるような状態では無

いことがわかった。 

 

(2)定着耐力試験結果から定着耐力は建築学会「頭付きアンカーボルトの設計」での設計式で

推定可能であることがわかった。 

 

(3)抜け出し性状実験結果から Tヘッド工法鉄筋は半円形フックと比較して抜け出し量が小さ

く,半円形フックと同等以上の定着性能を有していることがわかった。 

 

(4)柱主筋定着部実験(CFT 柱-RC はり仕口)から今回開発した 3 種類の接合方法は目的に応じ

て採用できることが明らかになった。 

 

(5)外端梁主筋を定着するト形接合部実験(RC柱-RC梁架構)から梁主筋の端部をTヘッド工法

鉄筋とした場合の構造性能は従来形式とほぼ同等であることが明らかになった。 

 

(6)低温時引張実験結果から Tヘッド工法鉄筋は低温時においても十分な性能を有しているこ

とが確認された。 

 

(7)曲げせん断実験結果から Tヘッド工法鉄筋は半円形フックと同等のせん断特性が得られる

ことが明らかになった。 

 

(8)柱の曲げ試験結果から T ヘッド工法鉄筋を中間帯鉄筋として用い,半円形フックと耐震設

計における終局限界まで同等の性能を有することが明らかになった。 

 

(9)部材試験の結果から Tヘッド工法鉄筋を用いたスターラップのせん断補強性能は半円形フ

ックと同等であることが明らかになった. 

 

(10)高応力繰返し引抜き試験の結果から T ヘッド工法鉄筋定着部の高応力繰返し荷重に対す

る定着性能は半円形フックと同等であることが明らかになった. 

 

(11)定着部の疲労試験結果から T ヘッド工法鉄筋の定着部の疲労性能は半円形フックと同等

であることが明らかになった. 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

Tヘッド工法鉄筋の適用部位 

コンクリート構造物のスターラップ，中間帯鉄筋，軸方向鉄筋の定着に半円形フックの
代替として適用可能である．特に、シールド縦坑，ボックスカルバート，橋梁基礎･橋脚な
どで工期短縮効果は大きい。 

 



新技術調査表（４） 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

下水道局 

下水道局 

下水道局 

水道局 

水道局 

水道局 

水道局 

建設局 

建設局 

建設局 

財務局 

財務局 

交通局 

 

 東尾久浄化ｾﾝﾀｰ主ﾎﾟﾝﾌﾟ棟建設工事その9工事 

王子第二ﾎﾟﾝﾌﾟ所建設その2工事 

芝浦水再生ｾﾝﾀｰ導水渠立坑設置工事 

東大和市清原一丁目地内送水管(2000㎜)用立坑築造工事 

金町浄水場送配水ﾎﾟﾝﾌﾟ所(仮称)および共同溝築造工事 

上北沢給水所(仮称)配水池築造工事 

北区王子五丁目地内から同区昭和町三丁目地内間配水本管 (1000mm)用立坑築造工事 

トンネル本体築造工事及び擁壁築造工事(24四-放35) 

街路築造工事のうち擁壁築造工事その2(28二－補26豊町) 

環2隅田川橋詰昇降施設下部工事(30－.環2勝どき)その3 

旭町陸橋(仮称)下部工工事(27南東-町田3・3・36旭町その2) 

城北中央公園調節池(一期)工事その2 

大江戸線青山一丁目駅ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置土木・建築その他工事 

大江戸線青山一丁目駅ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置土木・建築その他工事 

 

2014年度 

2016年度 

2019年度 

2014年度 

2015年度 

2017年度 

2019年度 

2015年度 

2017年度 

2019年度 

2017年度 

2019年度 

2019年度 

 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東京急行電鉄株式会社 

北陸電力株式会社 

東北電力株式会社 

首都高速道路株式会社 

石油資源開発株式会社 

東日本高速道路株式会社 

常磐共同火力株式会社 

国土交通省関東地方整備局 

成田国際空港株式会社 

東京ガス株式会社 

西武鉄道株式会社 

三菱地所株式会社 

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

相鉄・東急直通線 日吉駅付近工事4工区 

富山新港火力発電所LNG1号機新設工事PCﾀﾝｸ他工事 

能代火力発電所第3号機新設工事の発電所本館基礎他工事 

(負)環状第2号線ﾄﾝﾈﾙ(その2)工事 

相馬LNG建設工事のうちLNGﾀﾝｸ建設工事その2 

東京外環自動車道 大和田工事 

常磐共同火力勿来土木工事 

東京国際空港 際内ﾄﾝﾈﾙ他築造等工事 

B滑走路南側ｴﾌﾟﾛﾝ造成・その他設置工事 

日立LNG基地Ⅱ期 LNG貯槽建設他工事 

新宿線中井～野方間連続立体交差事業に伴う土木工事 

大手町二丁目常磐橋地区第一種市街地再開発事業 D棟新築工事 

北海道新幹線、札樽ﾄﾝﾈﾙ(札幌) 

  2015年度 

  2015年度 

  2016年度 

  2016年度 

  2016年度 

2016年度 

2017年度 

2017年度 

2017年度 

2018年度 

2018年度 

  2019年度 

  2019年度 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

公共工事等における新技術活用システム事後評価結果通知書      

国部整施企 第121-16号 平成25年12月26日         技術名称   ：Ｔヘッド工法鉄筋 

国土交通省 中部地方整備局長 梅山 和成          NETIS登録番号：KT-010018-V 

                             評価結果   ：V-3のとおり 

 


